指定（介護予防）通所リハビリテーション事業所管理者誓約書
　　川崎市指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営の基準等に関する条例（平成２４年１２月１４日　川崎市条例第８１号）第１４２条及び川崎市指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及び運営並びに指定介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法の基準等に関する条例（平成２４年１２月１４日　川崎条例第８３号）第１２１条の規定に従い、運営に関する基準を遵守し、当該指定事業所の管理者の責務を適正に果たすことを誓います。
　　　　年　　　月　　　日

事業者名（開設法人名）

事業所名
管理者　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(フリガナ),氏名)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
管理者　生年月日　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日
管理者　住所　（郵便番号　　　　-　　　）
【川崎市指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営の基準等に関する条例（平成２４年１２月１４日

川崎市条例第８１号）】

（管理者等の責務） 
第１４２条 　指定通所リハビリテーション事業所の管理者は、医師、理学療法士、作業療法士若しくは言語聴覚士又は専ら指定通所リハビリテーションの提供に当たる看護師のうちから選任した者に、必要な管理の代行をさせることができる。 

２ 　指定通所リハビリテーション事業所の管理者又は前項の規定により管理を代行する者は、指定通所リハビリテーション事業所の従業者にこの節の規定を遵守させるための必要な指揮命令を行わなければならない。 
※　　「この節の規定」とは、第８章（通所リハビリテーション）第４節　運営に関する基準（川崎市指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の第１３９条から第１４６条まで）を指します。
なお、介護予防通所リハビリテーションについても同様に規定されています。【川崎市条例第83号　第１２１条】

【管理者の責務について】

	

	


○　「管理者」は、従業者の勤務管理や資格の確認、利用者やその家族、ケアマネジャー等との介護サービス利用に関する連絡調整のほか、事業所の業務の全てについて管理する必要があり、その責任を負うこととなります。


○　また、事業所における法令遵守の促進を図るため、実施する介護保険サービスに係る基準の内容を理解し、従業員に対し、これを指導する立場にあります。











